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ChatGPT o1-preview 

共有する 

 

あなた: 

「モーターコアの性能を素材の工夫で大幅に向上させる」アイデアを１０個創出してく

ださい。アイデアは、発明の概要、発明の課題、課題の解決手段、発明の効果に分け

て記載してください。 

ChatGPT 

思考時間: 18 秒 

アイデア 1 

発明の概要： 高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの開発。 

発明の課題： 従来のモーターコア材料では、磁気損失が大きく、高速回転時の効率

低下が問題となっている。 

課題の解決手段： ナノスケールで結晶粒を制御した高透磁率材料を開発し、磁気損

失を低減する。 

発明の効果： 高速回転時でも効率が向上し、モーターの性能が大幅に改善される。 

 

アイデア 2 

発明の概要： 電気抵抗の低い銅合金を用いたモーターコアの開発。 

発明の課題： モーターコアの渦電流損失が大きく、発熱による性能低下が発生して

いる。 

課題の解決手段： 電気抵抗の低い特殊な銅合金をモーターコアに適用し、渦電流損

失を低減する。 

発明の効果： 発熱が抑制され、モーターの連続稼働性能が向上する。 

 

アイデア 3 

発明の概要： 炭素繊維強化プラスチック（CFRP）を用いた軽量モーターコアの開発。 
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発明の課題： モーターコアの重量が重く、エネルギー効率が低下している。 

課題の解決手段： 高強度・軽量な CFRP をモーターコア材料に採用し、全体の重量

を削減する。 

発明の効果： モーターの応答性とエネルギー効率が向上し、消費電力を削減でき

る。 

 

アイデア 4 

発明の概要： 熱伝導性の高い材料を用いたモーターコアの開発。 

発明の課題： モーターコア内部の熱が放散しにくく、過熱による性能低下が起こる。 

課題の解決手段： 熱伝導性の高い金属材料を使用し、熱を効率的に放散するモー

ターコアを設計する。 

発明の効果： 熱管理が向上し、モーターの耐久性と性能が向上する。 

 

アイデア 5 

発明の概要： 磁気特性を向上させたセラミック材料を用いたモーターコアの開発。 

発明の課題： 従来の金属材料では、コア損失や腐食の問題がある。 

課題の解決手段： 磁性セラミック材料を開発し、コア損失を低減しつつ耐食性を向上

させる。 

発明の効果： モーターの効率と寿命が向上し、メンテナンスコストを削減できる。 

 

アイデア 6 

発明の概要： 軟磁性材料と硬磁性材料の複合化によるモーターコアの性能向上。 

発明の課題： 磁気特性のバランスが難しく、高効率と高出力を両立できない。 

課題の解決手段： 軟磁性材料と硬磁性材料を層状に組み合わせ、最適な磁気特性

を実現する。 
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発明の効果： 高効率と高出力の両立が可能となり、モーター性能が向上する。 

 

アイデア 7 

発明の概要： グラフェンを用いた高効率モーターコアの開発。 

発明の課題： 従来材料では、電気抵抗や熱伝導性の限界があり、さらなる性能向上

が難しい。 

課題の解決手段： 高い電気伝導性と熱伝導性を持つグラフェンをモーターコア材料

に応用する。 

発明の効果： エネルギー損失が減少し、モーターの効率と耐久性が向上する。 

 

アイデア 8 

発明の概要： 超伝導材料を用いたモーターコアの開発。 

発明の課題： モーターの電気抵抗によるエネルギー損失が避けられない。 

課題の解決手段： 臨界温度が高い超伝導材料をコアに使用し、電気抵抗をゼロに

近づける。 

発明の効果： エネルギー損失が大幅に減少し、モーターの効率が飛躍的に向上す

る。 

 

アイデア 9 

発明の概要： 環境に優しいリサイクル素材を用いたモーターコアの開発。 

発明の課題： モーターコアの製造における環境負荷が高い。 

課題の解決手段： リサイクル可能な材料を使用し、環境負荷を低減するモーターコ

アを開発する。 

発明の効果： 環境負荷を低減し、持続可能な製造プロセスを実現できる。 
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アイデア 10 

発明の概要： 形状記憶合金を用いた可変特性モーターコアの開発。 

発明の課題： 負荷変動に対して最適なモーター特性を維持することが難しい。 

課題の解決手段： 形状記憶合金を使用し、温度や電流に応じてモーターコアの形状

や特性を変化させる。 

発明の効果： 負荷変動に対して最適な特性を維持し、効率と性能が向上する。 

o1 

あなた: 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの開発。を詳しく 

ChatGPT 

思考時間: 15 秒 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの開発 

 

発明の概要： 

本発明は、モーターコアの材料として高透磁率のナノ結晶材料を使用することで、モ

ーターの性能を大幅に向上させる技術に関するものです。ナノメートルサイズの微細

な結晶粒を持つ材料を用いることで、磁気特性を最適化し、磁気損失を低減します。

これにより、高速回転や高周波動作時でも高効率を維持できるモーターを実現しま

す。 

 

発明の課題： 

従来のモーターコア材料であるシリコン鋼やアモルファス合金は、以下のような課題

があります： 

1. 磁気損失の増大：高周波や高速回転時に、ヒステリシス損失や渦電流損失が

増加し、モーターの効率が低下します。 

2. 発熱の問題：磁気損失による熱発生が大きく、冷却システムの負荷が増加し、

モーターの信頼性が低下します。 

3. サイズと重量の制約：高効率を求めるとコアのサイズや重量が増加し、小型・

軽量化が難しくなります。 
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課題の解決手段： 

本発明では、以下の方法でこれらの課題を解決します： 

1. ナノ結晶材料の採用： 

o 材料選択：鉄（Fe）を主体とし、シリコン（Si）、ボロン（B）、ニオブ（Nb）、

銅（Cu）などを添加したナノ結晶合金を使用します。 

o 製造プロセス：急冷固化法や適切な熱処理を組み合わせ、平均結晶

粒径が 10〜50 ナノメートルの微細な結晶構造を形成します。 

2. 磁気特性の最適化： 

o 高透磁率の実現：ナノ結晶化により、磁壁移動が容易になり、高い透

磁率を実現します。 

o 低コア損失：微細な結晶粒と均一な組成により、ヒステリシス損失と渦

電流損失を大幅に低減します。 

3. 材料組成とプロセスの最適化： 

o 添加元素の最適化：Si や B の含有量を調整し、磁気特性と機械的特

性のバランスを最適化します。 

o 熱処理条件の制御：結晶粒の成長を抑制しつつ、必要な結晶構造を

得るための熱処理プロセスを確立します。 

 

発明の効果： 

1. 高効率モーターの実現： 

o 磁気損失が従来材料に比べて大幅に低減され、エネルギー効率が向

上します。 

o 高速回転時でも効率低下が少なく、パフォーマンスが安定します。 

2. 発熱の抑制： 

o 磁気損失の低減により、モーターの発熱が抑えられ、冷却システムの

簡略化や寿命の延長が可能です。 

3. 小型・軽量化： 

o 高い磁気特性により、同じ性能を持つモーターをより小型化・軽量化で

きます。 

4. 信頼性と耐久性の向上： 

o ナノ結晶材料は安定した構造を持ち、長期にわたり性能を維持できま

す。 

5. 環境負荷の低減： 

o 高効率化によりエネルギー消費が削減され、CO2 排出量の削減に貢

献します。 
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具体的な技術的特徴： 

• 高透磁率：従来の材料に比べ、透磁率が数倍に向上。 

• 低保磁力：磁化の反転が容易になり、ヒステリシス損失が低減。 

• 高飽和磁束密度：より強い磁場を生成可能で、出力の向上が期待できます。 

• 優れた周波数特性：高周波領域でも磁気特性が劣化しにくい。 

 

応用例： 

• 電気自動車（EV）の駆動モーター：高効率化と小型・軽量化により、航続距離

の延長と車両重量の削減が可能。 

• 産業用モーター：エネルギー消費の削減と高出力化により、生産性と環境性

能が向上。 

• 家電製品：エアコンや冷蔵庫などの高効率モーターとして使用し、消費電力を

削減。 

 

まとめ： 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの開発は、従来の材料が抱える磁気損

失や発熱の問題を解決し、モーターの性能を飛躍的に向上させる革新的な技術で

す。材料科学と製造プロセスの最適化により、エネルギー効率の高い次世代モータ

ーの実現が期待されます。 

o1 

あなた: 

このアイデアについて、特許請求の範囲を作成してください。 

ChatGPT 

思考時間: 7 秒 

特許請求の範囲 

 

請求項 1 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアであって、 
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平均結晶粒径が 10 ナノメートルから 50 ナノメートルのナノ結晶構造を有し、 

磁気損失を低減することを特徴とするモーターコア。 

 

請求項 2 

請求項 1 に記載のモーターコアであって、 

前記ナノ結晶材料が、鉄（Fe）を主体とし、シリコン（Si）、ボロン（B）、ニオブ（Nb）、お

よび銅（Cu）を含有する合金であることを特徴とするモーターコア。 

 

請求項 3 

請求項 1 または 2 に記載のモーターコアであって、 

急冷固化法および熱処理プロセスを用いて製造されることを特徴とするモーターコ

ア。 

 

請求項 4 

請求項 1 から 3 のいずれかに記載のモーターコアであって、 

透磁率が従来材料の少なくとも 2 倍以上であり、 

かつ保磁力が低減されていることを特徴とするモーターコア。 

 

請求項 5 

請求項 1 から 4 のいずれかに記載のモーターコアを用いたモーター。 

 

請求項 6 

請求項 5 に記載のモーターであって、 

高周波領域においても高効率を維持できることを特徴とするモーター。 
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請求項 7 

請求項 1 から 4 のいずれかに記載のモーターコアであって、 

結晶粒径および添加元素の含有量が、磁気特性および機械的特性を最適化するよ

うに調整されていることを特徴とするモーターコア。 

 

請求項 8 

請求項 1 から 4 のいずれかに記載のモーターコアであって、 

ヒステリシス損失および渦電流損失が従来材料に比べて大幅に低減されていること

を特徴とするモーターコア。 

 

請求項 9 

請求項 1 から 4 のいずれかに記載のモーターコアであって、 

高飽和磁束密度を有し、小型・軽量化されたモーターの設計が可能であることを特徴

とするモーターコア。 

 

請求項 10 

請求項 1 から 4 のいずれかに記載のモーターコアを用いた電気自動車用モーター。 

o1 

あなた: 

生成したアイデアに直結するニーズの候補を多角的に予測、提案してください。 

ChatGPT 

思考時間: 21 秒 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの開発に直結するニーズの候補 
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1. エネルギー効率の向上 

• 産業界のニーズ：エネルギーコストの削減と環境負荷の低減を求める企業

は、高効率なモーターを必要としています。高透磁率ナノ結晶材料により、電

力消費を抑えつつ高いパフォーマンスを実現できます。 

2. モーターの小型・軽量化 

• 製品設計の自由度向上：小型・軽量なモーターは、電気自動車や携帯型機器

など、スペースが限られた製品の設計に寄与します。高い磁気特性により、同

じ出力でより小さなモーターが可能となります。 

3. 高速回転性能の向上 

• 産業機械や家電製品の高性能化：高速回転時でも効率が低下しにくいモータ

ーは、生産性や製品性能の向上につながります。例えば、高速の産業用ロボ

ットや高性能な家電製品に適しています。 

4. 発熱の抑制と信頼性の向上 

• 機器の長寿命化とメンテナンスコストの削減：発熱が少ないモーターは、部品

の劣化を防ぎ、メンテナンス頻度を低減します。これにより、総所有コスト

（TCO）の削減が期待できます。 

5. 環境規制への適合 

• エネルギー効率規制のクリア：各国で強化されているエネルギー効率規制に

対応するため、高効率なモーターの需要が高まっています。新材料の採用で

規制を満たしやすくなります。 

6. 持続可能な製品開発 

• 環境負荷の低減：エネルギー消費の削減は CO2 排出量の削減につながり、

企業の環境目標達成に貢献します。 

7. 新市場の開拓 

• 差別化による競争優位性：高性能モーターを提供することで、新たな市場や顧

客層を開拓できます。特に、高性能が求められる専門的な用途での需要が期

待されます。 

8. コスト削減 
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• 運用コストの低減：エネルギー効率の向上により、長期的な電力コストを削減

できます。また、発熱抑制による冷却システムの簡略化で、初期投資コストも

抑えられます。 

9. 技術革新への対応 

• 次世代技術の実装：高透磁率ナノ結晶材料の採用は、先進的な技術を取り入

れたい企業のニーズに合致します。これにより、技術的なリーダーシップを確

立できます。 

10. レアアース依存の低減 

• 資源リスクの軽減：従来の高性能磁性材料で使用されるレアアース（希土類

元素）の使用量を減らし、供給リスクや価格変動の影響を抑えたいというニー

ズがあります。 

11. 高周波特性の改善 

• 通信機器や電力変換装置への応用：高周波での性能が向上することで、イン

バータ制御モーターなどの効率が上がり、電子機器全体の性能向上に寄与し

ます。 

12. 信頼性の高い電動化 

• 公共交通機関や医療機器への適用：信頼性が極めて重要な分野で、高性能

かつ安定したモーターが求められています。 

13. 国際規格への適合 

• グローバル展開の容易化：国際的な性能基準や環境規制を満たすことで、海

外市場への参入が容易になります。 

14. カスタマイズ性の向上 

• 多様なニーズへの対応：材料特性を調整することで、特定の用途や要件に合

わせたモーター設計が可能となり、顧客の多様なニーズに応えられます。 

15. 学術研究・教育分野での活用 

• 新材料の研究ニーズ：高透磁率ナノ結晶材料は、材料科学や物理学の研究

テーマとしても注目されており、教育・研究機関での需要が見込まれます。 
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多角的な視点からのまとめ 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの開発は、技術的なメリットだけでなく、

経済的、環境的、社会的なニーズにも応える可能性があります。エネルギー効率の

向上や小型化といった直接的な利点に加え、環境規制への適合や資源リスクの低減

など、持続可能な社会の実現に貢献します。また、新市場の開拓や競争力の強化と

いったビジネスチャンスも創出します。 

 

提案のポイント 

• 市場ニーズの把握：エンドユーザーや産業界が求める具体的な要件を明確に

することで、製品開発の方向性を定められます。 

• 技術とビジネスの統合：技術的な優位性をビジネスモデルに組み込み、価値

創造を最大化します。 

• 持続可能性の強調：環境負荷の低減や資源効率の向上といった点を訴求し、

企業イメージの向上を図ります。 

 

これらのニーズを的確に捉え、製品開発やマーケティング戦略に活かすことで、高透

磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの商業的な成功と、社会的な価値の創出が

期待できます。 

o1 

あなた: 

生成したアイデアを軸にして展開可能な事業化ストーリーを提案してください。 

ChatGPT 

思考時間: 5 秒 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコア開発を軸とした事業化ストーリー提案 

 

1. イントロダクション 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアは、従来のモーター性能を飛躍的に向

上させる可能性を秘めています。本事業化ストーリーでは、この革新的なアイデアを

実現し、市場に投入するまでのステップを具体的に提案します。 
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2. 市場機会の分析 

2.1 市場規模の評価 

• 電気自動車（EV）市場の拡大：EV 市場は急速に拡大しており、高性能・高効

率なモーターの需要が高まっています。 

• 産業用モーターの需要増加：エネルギー効率改善のため、産業界でも高効率

モーターへの切り替えが進んでいます。 

2.2 顧客のニーズ 

• エネルギー効率の向上：運用コスト削減と環境負荷低減を求める企業が増

加。 

• 小型・軽量化：スペースや重量に制約のある製品設計への対応。 

• 高信頼性・長寿命化：メンテナンスコストの削減と機器の長寿命化。 

 

3. 技術開発計画 

3.1 研究開発フェーズ 

• 材料開発：最適なナノ結晶材料の組成と製造プロセスの確立。 

• プロトタイプ製作：試作モーターの設計・製造・評価。 

3.2 技術検証 

• 性能評価：透磁率、保磁力、コア損失などの特性評価。 

• 信頼性試験：耐久性や環境試験による長期使用時の性能確認。 

3.3 知的財産の確保 

• 特許出願：コア技術に関する特許を国内外で出願。 

• 技術ライセンス戦略：他社への技術供与や共同開発の検討。 

 

4. 製品化戦略 

4.1 製品ラインナップの構築 

• ターゲット市場の選定：電気自動車、産業用モーター、家電製品など。 

• カスタマイズ対応：顧客の要望に応じた製品仕様の提供。 

4.2 生産体制の確立 
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• 製造プロセスの最適化：大量生産に適した製造ラインの設計。 

• 品質管理システムの構築：ISO などの品質規格に準拠した管理体制。 

 

5. マーケティングと販売戦略 

5.1 価値提案の明確化 

• 性能メリットの訴求：エネルギー効率向上、小型・軽量化、信頼性向上などの

具体的な効果を示す。 

• 環境貢献の強調：CO2 排出削減や資源効率の向上をアピール。 

5.2 販売チャネルの開拓 

• 直接販売：主要顧客との直接取引を通じた関係構築。 

• 代理店・ディストリビューター：既存の販売ネットワークを活用。 

5.3 プロモーション活動 

• 展示会・カンファレンスへの参加：業界イベントでの製品紹介とネットワーキン

グ。 

• デジタルマーケティング：ウェブサイト、ソーシャルメディア、専門メディアを活

用した情報発信。 

 

6. パートナーシップとアライアンス 

6.1 共同開発 

• 自動車メーカーとの協業：電気自動車用モーターの共同開発。 

• 産業機械メーカーとの連携：特定用途向けモーターのカスタマイズ開発。 

6.2 学術機関との連携 

• 研究機関との協力：最先端の材料研究や試験評価の共同実施。 

• 人材育成：専門知識を持つ人材の確保と育成。 

 

7. 収益モデルと財務計画 

7.1 収益モデルの構築 
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• 製品販売収益：モーターコアおよび完成モーターの販売。 

• ライセンス収益：技術供与によるライセンスフィー。 

• サービス収益：アフターサービスやメンテナンス契約。 

7.2 財務計画 

• 投資回収シミュレーション：初期投資と予測売上高による ROI の計算。 

• 資金調達計画：自己資金、融資、投資家からの資金調達戦略。 

 

8. リスク管理と対策 

8.1 技術リスク 

• 対策：綿密な研究開発計画とフェーズゲート方式による進捗管理。 

8.2 市場リスク 

• 対策：市場動向の定期的な分析と柔軟な戦略修正。 

8.3 競合リスク 

• 対策：差別化ポイントの明確化と知的財産の保護。 

8.4 法規制リスク 

• 対策：各国の規制に対応した製品設計と認証取得。 

 

9. 持続可能性と社会的責任 

9.1 環境への配慮 

• エコデザイン：製品ライフサイクル全体での環境負荷低減。 

• グリーン調達：サプライチェーンにおける環境基準の設定。 

9.2 社会的価値の創出 

• 雇用創出：地域経済への貢献と雇用機会の提供。 

• 教育・研修プログラム：従業員のスキルアップとキャリア開発支援。 
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10. 将来展望 

10.1 新市場への拡大 

• グローバル展開：海外市場への進出と現地パートナーシップの構築。 

• 新製品開発：他の高性能材料への応用や関連製品ラインの拡充。 

10.2 イノベーションの継続 

• R&D への投資継続：技術優位性を維持するための継続的な研究開発。 

• オープンイノベーション：外部の技術やアイデアを取り入れた革新活動。 

 

まとめ 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアの開発は、市場のニーズに直結した高

付加価値なビジネスチャンスです。技術開発から製品化、販売戦略、そして持続可能

な事業運営までを包括的に計画し、リスクを適切に管理することで、成功への道筋を

描くことができます。今後の市場動向や技術進化を見据え、柔軟かつ戦略的に事業

を展開することが重要です。 

 

提案のポイント 

• 顧客価値の最大化：技術的優位性を明確にし、顧客の課題解決に直結する

製品・サービスを提供。 

• 持続可能な成長：環境・社会への配慮を事業戦略に組み込み、長期的な信頼

と支持を獲得。 

• 協業と連携：パートナーシップを活用し、リソースとノウハウを補完。 

 

この事業化ストーリーをもとに、具体的なアクションプランとタイムラインを設定し、実

行に移すことで、革新的なモーターコアの市場投入とビジネス成功が期待できます。 

o1 

 
 
注意！ 

「o1-preview」は、ｐｄｆをアップすることができないため、先行特許を ChatGPT-4o にアップし、先行

特許との関係を ChatGPT-4o に検討させた。 
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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

JP2919886B.pdf 

PDF 

JP5316921B.pdf 

PDF 

JP6725737B.pdf 

PDF 

JP6725738B.pdf 

PDF 

JP2008150637.pdf 

PDF 

JP2015007272.pdf 

PDF 

JP2017135358.pdf 

PDF 

「請求項 1 高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアであって、 平均結晶粒径が

10 ナノメートルから 50 ナノメートルのナノ結晶構造を有し、 磁気損失を低減すること

を特徴とするモーターコア。」は、これらの先行特許が存在しても権利化できますか？

権利化するために修正が必要であれば修正案を出してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

提出された特許（JP2919886B, JP5316921B, JP6725737B, JP6725738B, 

JP2008150637, JP2015007272, JP2017135358）を確認した結果、以下のようなポイン

トであなたの請求項 1 と既存の特許との関連性を評価しました。 

 

1. ナノ結晶構造と粒径に関する既存特許との比較 

• 請求項の特徴： 

o 平均結晶粒径：10～50 nm のナノ結晶構造 

o 磁気損失の低減 

• 先行特許の粒径に関する情報： 

o JP5316921B：60 nm 以下の粒径(JP5316921B) 
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o JP6725738B：粒径 10 nm 以下の粒子も含む(JP6725738B) 

o JP2008150637：60 nm 以下の粒径を持つ構造(JP2008150637) 

→ あなたの請求範囲である「10～50 nm」の粒径に関する技術は、既存特許である

程度取り扱われていますが、範囲全体に一致するケースは見当たりませんでした。 

 

2. 磁気損失低減に関する特徴の差異 

• JP2015007272 や JP2017135358 では、磁気損失を低減するための材料構

成が記載されています(JP2015007272)(JP2017135358)。 

o これらの特許では、異なる化学組成や加工プロセスで磁気損失を低減

していますが、具体的な「10～50 nm のナノ結晶構造」との結び付きは

記載されていません。 

→ あなたの発明では、特に粒径の範囲とナノ結晶構造が磁気損失の低減に関連づ

けられているため、独自性があると主張できる余地が残ります。 

 

3. 改良提案 

• 修正案： 

1. 結晶構造の詳細な記述： 

 例えば「体心立方構造（BCC）」や「面心立方構造（FCC）」など

の具体的な結晶構造を追記することで、既存の技術との差別

化を図ります。 

2. 追加のプロセス条件の記載： 

 例えば、ナノ結晶構造を形成する熱処理温度や保持時間を特

定することで、特許性を強化することが可能です（例：「450～

600℃の範囲で熱処理」など）。 

3. 用途に特化した記載： 

 高効率モータにおける具体的な応用事例や性能向上の数値目

標（例えば「10%以上の効率改善」）を盛り込むと、用途特化の観

点での特許性が強化されます。 

 

結論 

• 修正案を適用することで権利化の可能性が向上する： 
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o 提案した修正により、既存技術との差異が明確になり、特許性が強化

されます。 

o 特に、粒径範囲の明確化や結晶構造に関する具体的な記載を追加す

ることで、審査官に対して新規性と進歩性を強く主張できるでしょう。 

必要に応じて上記の修正案を実施し、出願書類に反映してください。 

4o 

 

 

 

 

ChatGPT o1-preview 

共有する 

 

あなた: 

ChatGPT-4o に検討してもらった結果、下記の通りでした。これを基に 『「請求項 1 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアであって、 平均結晶粒径が 10 ナノメー

トルから 50 ナノメートルのナノ結晶構造を有し、 磁気損失を低減することを特徴とす

るモーターコア。」は、これらの先行特許が存在しても権利化できますか？権利化す

るために修正が必要であれば修正案を出してください。  

 

ChatGPT:  

ChatGPT  

提出された特許（JP2919886B, JP5316921B, JP6725737B, JP6725738B, 

JP2008150637, JP2015007272, JP2017135358）を確認した結果、以下のようなポイン

トであなたの請求項 1 と既存の特許との関連性を評価しました。 1. ナノ結晶構造と

粒径に関する既存特許との比較 請求項の特徴： 平均結晶粒径：10～50 nm のナノ

結晶構造 磁気損失の低減 先行特許の粒径に関する情報： JP5316921B：60 nm 以

下の粒径(JP5316921B) JP6725738B：粒径 10 nm 以下の粒子も含む(JP6725738B) 

JP2008150637：60 nm 以下の粒径を持つ構造(JP2008150637) → あなたの請求範

囲である「10～50 nm」の粒径に関する技術は、既存特許である程度取り扱われてい

ますが、範囲全体に一致するケースは見当たりませんでした。 2. 磁気損失低減に

関する特徴の差異 JP2015007272 や JP2017135358 では、磁気損失を低減するた

めの材料構成が記載されています(JP2015007272)(JP2017135358)。 これらの特許

では、異なる化学組成や加工プロセスで磁気損失を低減していますが、具体的な「10

～50 nm のナノ結晶構造」との結び付きは記載されていません。 → あなたの発明で

は、特に粒径の範囲とナノ結晶構造が磁気損失の低減に関連づけられているため、

独自性があると主張できる余地が残ります。 3. 改良提案 修正案： 結晶構造の詳
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細な記述： 例えば「体心立方構造（BCC）」や「面心立方構造（FCC）」などの具体的な

結晶構造を追記することで、既存の技術との差別化を図ります。 追加のプロセス条

件の記載： 例えば、ナノ結晶構造を形成する熱処理温度や保持時間を特定すること

で、特許性を強化することが可能です（例：「450～600℃の範囲で熱処理」など）。 用

途に特化した記載： 高効率モータにおける具体的な応用事例や性能向上の数値目

標（例えば「10%以上の効率改善」）を盛り込むと、用途特化の観点での特許性が強化

されます。 結論 修正案を適用することで権利化の可能性が向上する： 提案した修

正により、既存技術との差異が明確になり、特許性が強化されます。 特に、粒径範

囲の明確化や結晶構造に関する具体的な記載を追加することで、審査官に対して新

規性と進歩性を強く主張できるでしょう。 必要に応じて上記の修正案を実施し、出願

書類に反映してください。』 特許請求の範囲の修正を行ってください。  

ChatGPT 

思考時間: 10 秒 

特許請求の範囲を以下のように修正いたします。 

 

【請求項 1】 

高透磁率ナノ結晶材料を用いたモーターコアであって、 

• 平均結晶粒径が 10 ナノメートルから 50 ナノメートルの体心立方構造のナノ

結晶構造を有し、 

• 450℃から 600℃の熱処理温度でナノ結晶構造を形成し、 

• モーターの効率を 10%以上向上させることで磁気損失を低減することを特徴と

するモーターコア。 

 

修正ポイントの説明: 

1. 結晶構造の詳細な記述: 

o 「体心立方構造のナノ結晶構造」と具体的な結晶構造を明記しました。

これにより、既存の技術との差別化を図ります。 

2. 追加のプロセス条件の記載: 

o 「450℃から 600℃の熱処理温度」でナノ結晶構造を形成することを明

記しました。具体的な熱処理条件を示すことで、特許性を強化します。 

3. 用途に特化した記載: 

o 「モーターの効率を 10%以上向上させることで」と性能向上の数値目標

を盛り込みました。これにより、用途特化の観点からの特許性を高めま

す。 
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これらの修正により、既存の先行技術との差異が明確になり、権利化の可能性が向

上すると考えられます。 

o1 
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